
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肝臓がんの治療法は、三大治療といわれている①手術療法（肝切除） ②ラジオ波による穿刺焼却療法 ③肝

動脈化学塞栓療法（カテーテル治療）に加えて、放射線治療（含む重粒子線治療）や全身薬物療法など、多岐に

わたっています。がんの進み方や肝機能に応じて、最適な治療法を選択する必要があります。 

私は 2007 年１月に当院に赴任するまで、２0 年以上に渡って、大阪府立成人病センター（現大阪国際がん

センター）で肝臓がんの診療、中でも手術療法（肝切除）に携わってきました。当院に来てすぐに肝胆膵のがん

外科を立ち上げ、2008 年には肝胆膵高度技能専門医修練施設の指定を受け、本格的に肝胆膵のがんの手術を

行い、今日に至っています。2013 年の病院長時代に、それまで、多くの患者さんを診療してきた経験を生か

して、肝臓がんの患者さんを一人でも多く救いたいとの思いから、「肝臓がんよろず専門外来」を開設しました。 

お困りの方は、ぜひ受診をしてください。 

 

① 早期から進行した状態まで、どのようなステージ肝臓がんの患者さんでも診察し、最適な治療法をアド

バイスします。当院での治療が可能であれば、積極的に治療します。 

② 毎週月曜日の午前の消化器外科・佐々木の診察時に受け付けます。「肝臓がんよろず専門外来」佐々木宛

に地域医療連携センターで予約をとっていただくのが望ましいですが、予約なしでも受け付けます。 

③ これまでの治療の内容が分かる『紹介状』や『CT・MRI の画像』などがあればお持ちください。 

無い場合も受診は可能ですが、7,700 円（税込）の初診時選定療養費がかかります。 

④ 『肝臓がんよろず専門外来』は、患者さんの診療を進めるもので、保険診療です。 

なお、セカンドオピニオンは、1 時間 22,000 円（税込）で、申し込みと予約が必要です。 

肝臓がんよろず専門外来 のご案内 

① 肝臓がんよろず専門外来 とは 

② ご利用にあたって 

特命総長 

佐々木
さ さ き

 洋
よう

 

～来歴～ 

2009 年４月 病院長 

2015 年 4 月 総長 

2019 年 4 月 特命総長 就任 

診 療 日：月曜日（午前） 

担当医師：佐々木 洋 特命総長 
 

受診をご希望の方は、下記までお電話ください。 

※「肝臓がん よろず専門外来」希望の旨をお伝えください。 

地域医療連携センター 電話番号：072-922-0887 

 


